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静同地学第 64号(1991) 

渥美半島の地層と
一一西部支部巡検会報告一一

加藤国雄*

夏の盛りの 8月17日(土)、 黒地学会西部支部と高等学校理科教育研究会西部支部の により、

の巡検会が行われた。 は良好で、日 りの巡検会としてはちょうど

なコース(図 1)であった。午前 9時に し、 された。ここ

般的な説明と った。 には、中

に洪積世の地層が広く分布し、

と呼ばれている O によると、

群の地層 と で、
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広し から アピ し、細し にはいった。 図 l

を歩いて 5 料ーに る)

できるという を間い」、 にぽつ

もめっ~。

② 赤羽摂町高松の海岸

っかっ うのもつかの

し、狭し

に乗ったまま、

ここの地形は①と良く似た

り、

ハンマーで叩くと

に入つ 1'-0 を見ると、

くのサーブァー

るO こ〕

も皆一性懸命に

まった。 よりも も惜しんでいくつかの

して

る

ができ 1'-0 

③ 伊良湖岬の

の万が壊れやすい。

ものつ~。

伊良滞僻に到着した。波打ち

していた。 荷とか車を置き、ユリ

〉アV)る人もあり、

いを南高の方角にi旬以つ
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て歩いた。 2~3 分も歩くと明瞭な不整合があった。古く

盾がのっている。不整合面は部分的に見ると出凸があるが、

師燈台の方へと続いていた。ここで、参加者全員の

海の沖合には、中央構造線があるのだろうかJなどと考えた。

物館(ブヱ

の上に、未出結の軟らかい砂磯

としては水平に近く、南側の伊良湖

1 ) 0 不整合の外にも、「この

ンターの 2踏)

伊良湖自然科学博物館

になる

リーボート ある

の他にちょうど「八重山

を開催していた。入

場の際、小さいガラス瓶を受け取っ

て、各自がその中に星砂をすくい

は、

取って詰めた。こ

という あった。 、ノてキュ

ロジブ。シナという あ

るO にで

展示物の中には、

山、 日山ど つノ '-0 る

に比較し かった。あ レートテクトニクスの もし とし

て、生きているヤシガニやテーブノレサンゴ、エダサンゴ、ハブ、ヤエヤマサソリ、マングロープの呼

吸根なども展示されてい 1'-0 

⑤ 伊良湖岬燈台

センターから、

に向かうと、左側(海側)の

海が荒れればまともに波を受ける

があった。ここの地層は③の

海水浴場の駐車場を

の恋路ケ

所

に1多した。そこから 10 を

があっ o ち際で、少しでも

ろうかと思ってしまう O

と距離的にも近く、続いているようし、のつ Jハ~、'-時.

に着いたのは、夕方 5持に近かった。イ七百

には

と、内容豊富な巡検会もいよいよ終わり、

な巡検会の案内役を勤めて下さった

す。

1日 ょうとしてい

の方々に厚く しま
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